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青

山

秀

夫

拙
稿
「
商
品
群
K
謝
す
る
需
要
ヒ
ツ
タ
ス
「
同
国
値
と
資
本
』
に
閲
す
る
一
つ
白
斑
え
脊
」
(
本
誌
第
五
十
五
巻
第
単
調
・
昭
和
十
七
斗
十

一
月
)
及
び
「
生
産
理
論
に
於
け
る
商
品
群
の
組
副
(
本
誌
備
五
十
六
容
体
コ
擁
・
昭
和
十
八
年
二
月
)
に
於
て
、
私
は
、

E
ツ
タ
ス
寸
債
値
と

資
本
L
2
H
o
r
・
3
耳
目
白

P
Z目

H
W
H
担
。
)
に
於
け
る
商
品
群
の
観
賭
が
如
何
怠
る
も
の
で
あ
る
か
、
消
費
者
の
消
費
計
歪
白
勤
園
小

的
分
析
に
此
の
商
品
群
の
槻
賄
は
ど
う
通
則
さ
れ
る
か
、
主
た
生
産
理
論
陀
於
け
る
商
品
群
の
概
貼
が
如
何
一
在
る
も
の
で
あ
る
か
、

此
等
の
鮪
に
つ
い
て
、
調
は
ば
内
在
的
批
判
的
に
展
開
を
進
め
て
来
た
。
此
の
展
開
に
続
い
て
本
稿
で
は
、
企
業
者
乃
至
生
産
者
の

生
産
計
聾
の
動
準
的
分
析
に
論
及
し
た
い
と
田
山
ム
。

ヒ
ツ
ク
ス
に
於
け
る
消
費
計
寄
の
動
車
十
的
分
析
に
つ
い
て
ば
既
に
前
掲
拙
稿
(
「
商
品
群
に
封
ず
る
需
要
」
)
で
と
れ
を
詳
論
し
た

が
、
生
産
計
畳
間
の
動
接
的
分
析
白
問
題
も
ま
た
、
己
の
消
費
討
議
の
動
畢
的
介
析
に
於
け
る
と
同
様
に
、
企
業
四
均
衡
の
辿
諭
l
t
債

格
及
び
利
子
歩
合
の
務
動
に
伴
ム
均
術
位
置
の
竣
位
の
分
析
と
に
分
た
れ
る
。
と
れ
ら
O
問
題
。
う
ち
、
企
業
白
均
術
並
び
に
債
格

締
出
動
に
件
ふ
均
衡
位
置
の
師
四
位
の
問
題
に
闘
し
て
は
殆
ん

ε問
題
は
な
い

l
涼
め
此
D
駄
に
閥
ず
る
ヒ
ツ
ク
ス
白
立
揚
そ
白
も
の
を

認
め
て
か
か
る
限
り
、
問
題
と
す
べ
き
黙
は
一
廓
乏
し
い
と
云
は
か
ば
在
ら
ぬ
。
然
し
利
子
歩
合
の
嬰
動
に
件
ム
均
衡
佐
世
の
費
動

の
分
析
、
換
言
す
れ
ば
、
吾
々
が
先
忙
企
業
者
の
市
場
活
動
画
数
と
呼
ん
だ
も
り
(
生
庭
要
素
の
需
要
函
数
並
び
に
生
産
物
の
供
給
函
数
)
の



利
子
歩
合
へ
白
依
存
閥
係
白
分
析
に
つ
い
て
云
へ
ば
、
ヒ
ツ
ク
え
白
・
1
揚
そ
の
も
白
忙
ま
で
も
問
題
を
立
入
ら
せ
ぬ
と
し
て
も
、
倫

若
干
の
補
正
主
要
す
る
賠
が
あ
る
と
思
は
れ
る
。
事
情
が
か
〈
の
如
〈
で
あ
る
以
上
、
苦
々
の
以
下
の
綬
述
は
吹
の
如
曹
関
裁
を
と

る
己
と
と
た
る
。

!
i先
づ
最
初
、
前
白
二
つ
の
問
題
を
取
扱
ふ
に
営
つ
て
は
、
五
回
々
の
殺
漣
は
、
ヒ
ツ
ク
ス
白
ヴ
ァ

l
バ
ル
た
説

明
に
解
析
的
表
現
を
加
へ
る
に
止
ま
る
。
然
し
後
の
問
題
に
闘
し
で
は
、
再
々
は
先
づ
、
巳
ツ
ク
ス
白
根
本
的
主
張
を
-
古
々
自
身
の

方
法
を
以
て
論
詮
す
る
。
蓋
し
、
苦
々
自
身
白
説
明
白
方
法
は
、
ヒ
ツ
ク
ス
白
そ
れ
忙
比
し
て
、
上
り
す
寸
れ
て
ゐ
る
か
、
或
は
、

少
〈
と
も
、
そ
れ
に
謝
し
て
オ
ー
ル
タ
ネ
1
テ
ィ
ヴ
友
地
位
を
要
求

L
得
る
や
う
に
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
'
か
〈
て
私
は
け
謂
は

ば
濁
自
由
立
揚
か
ら
、
ヒ
ツ
タ
ス
の
理
論
を
展
開
す
る
が
、
巳
ツ
ク
ス
自
身
白
説
明
在
ら
び
に
己
れ
に
謝
す
る
批
判
は
、
此
の
展
開

白
途
中
忙
於
て
随
時
遁
主
に
と
れ
を
試
み
よ
う
と
息
ふ
。

--

先
づ
ヒ
ツ
ク
ス
に
於
貯
る
動
皐
的
理
論
白
問
題
構
成
に
つ
い
て
説
明
を
加
へ
る
己
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
と
こ
で
は
J

蕎
稿
「
商

品
群
に
劃
す
る
需
要
」
江
於
砂
る
と
同
様
に
、
己
れ
ら
白

E
と
は
凡
て
既
知
の
嘉
納
ん
一
し
で
、
直
ち
に
分
析
に
必
要
左
記
就
を
表
現

必
要
左
限
り
に
止
め
よ
う
と
忠
ふ
。

す
る
己
と
か
ら
始
め
た
い
。
更
に
此
の
記
披
表
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
慨
に
前
掲
拙
稿
で
説
明
を
試
み
た
か
ら
、
己
と
で
は
説
明
を

白
前
提
白
下
に
週
白
匝
別
を
明
示
し
た
ど
自
Z
E
3
Z
E
と
週
白
匝
別

E
入
れ
ぬ
々
E
E
]
m
H拝
。

E

さ
て
此
白
揚
合
、
吾
々
が
問
題
と
す
る
企
業
者
が
今
後

ν
週
間
に
わ
た
っ
て
そ
の
生
産
計
置
を
編
制
す
る
と
仮
定
す
る
と
と
、
此

と
二
種
の
記
就
の
シ
R
4
F
ム
を

併
せ
使
用
す
る
と
と
、

前
者
忙
於
て
は
濁
乙
文
学
を
用
ひ
乙
れ
に
財
白
種
類
を
表
す
添
字
ー
と
週
を
去
す
添
」
?
と
一
一
う
の
添
字
を
附

第
五
十
六
巻

凹

0
・九

し
、
後
者
に
於
て
は
添
字
は
一
つ
、
ー
か
ら
X
ま
で
過
し
た
も
の
を
周
ひ
る
(
但
し

~F守
+
戸
)
迭
と
す
る
)
E
と
、
此
の
二
う
の
記
就

ヒ
ツ
タ
λ

自
生
産
理
論

ー大

丸

第
四
競

本稿ちは助白所請し後四問題1に"で立入る曜がなかった。此自問題は績稿Lヒ
ツク λ 田費本理論寸に於て取扱ふ容である。

¥ 

1) 



1T明「j苧宇で?u一芋一卜…手千r竺記苧ケセ竺空竺ヰ; 

目rt叩Iiじ三[而川F川一F1仁戸ご:一へi 

!rぞ?円:¥川川}川庁1¥!hh竺寸j一り一円ぺ!!¥fLj¥?乙:¥¥:一一一

ヒ
ヅ
タ
ス
の
生
産
理
論

Xn 

F州

t"， 

u
 

hv 
e
 

p
 

d
 

e
 

国ロ晶x
 

e
 

e
 

o
 

山

内

向

=一
1
1

脚

同

時
合

同

聞

論
格
辺
司

静

岡

(

醐

削
生

商

，t1
6
4
E
1
1

、

第
五
十
六
巻

第
四
競

七
O 

x如 +1x".・+γ

tt T2 

Pn+l T偽+2

ニーつの記盟E
sys悼m聞の

閥悌

岡

O 

の
シ
ス
テ
ム
の
聞
に
は
表
記
。
如
曹
関
係
が
成
立
す
る
こ

と
、
更
に
た
ま
商
品
債
怖
の

p
乃
至
P
の
系
列
、
及
び
利
子

歩
合
匂
従
っ
て
割
引
卒
ρ
刊
の
系
列
が
目
前

ι於
て
成
立
し
た

も
の
、
或
は
諌
想
さ
れ
た
も
の
と
し
て
所
典
で
あ
り
、
問
題

は
現
在
及
び
今
後
白
企
業
者
の
市
場
に
於
材
る
需
給
白
数
量

日目乃
EJ
的
の
系
列
を
肢
も
有
利
忙
決
定
す
る
乙
と
に
あ
る
と

正
、
此
等
の
結
は
前
稿
托
於
貯
る
と
同
様
で
あ
る
。

然
し
此
の
揚
合
に
は
、
先
づ
開
乃
室
内
で
い
衣
は
さ
れ
る
も

の
の
内
容
が
、
消
費
計
者
の
明
論
の
揚
合
と
は
罪
、
た
る
。
邸

ち
、
生
様
。
一
附
車
十
的
別
論
か
ら
容
易
に
推
知
さ
れ
る
や
う
に
.

此
白
揚
合

生
産
用
役
は
負
の
生
産
物
と
宥
倣
す
己
止
と

し
、
此
の
前
提
の
じ
L

で
加
乃
五
時
は
企
業
が
市
場
で
資
る
も

白
の
数
量
を
表
示
す
る
の

P

で
あ
る
。
ヒ
ツ
ク
ス

K
Z
れ
ば
、

R-E
宮
件
、
、
と
は
企
業
が
貝
ふ
も
の
に
他
注
ら
や
、
主
。
ロ
門
司
王
、

と
は
企
業
が
資
る
も
の
に
他
な
ら
ぬ
が
、
加
乃
至
町
出
、
モ

れ
が
正
の
と
き
は
、
此
の
意
味
の
生
保
高
を
去
は
し
、
そ
れ
が
負
。
と
き
は
、
此
の
意
味
の
(
別
位
地
主
張
素
白
)
投
下
を
い
夫
は
す
。
東

に
向
、
上
引
仙
の
生
時
計
飛
に
合
士
れ
る

ν
週
間
の
後
に
於
て
、
何
ら
か
の
試
備
が
燭
る
と
す
れ
ば
、
此
の
同
定
設
備
は
生
直
物
の
一



Z
9
4
ア
メ
ン
ト

程
と
看
倣
さ
れ
る
。
蓋
し
‘
「
偲
に
金
事
業
が
清
算
さ
れ
、
そ
の
設
備
が
凡
て
貰
携
は
れ
る
と
す
れ
ば
、
此
D
設
備
は
此
の
販
寅
が
行

は
れ
る
時
拙
U
a
f
z
壱
旦
こ
と
看
倣
さ
れ
、
爾
後
の
生
産
高
は
凡
て
零
で
あ
ら
う
」
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
ヒ
ツ
ク
ス
白
生
産
理
論
は
か
〈
の
如
き
構
成
に
立
脚
す
る
が
、
師
同
請
の
順
序
忙
従
っ
て
五
日
々
は
先
づ
企
業
の
均
衡
白
分
析
か

ら
こ
れ
を
見
一
」
行
か
う
。

明
か
に
企
業
の
均
衡
の
問
題
は
、
静
昌
一
a

的
理
論
に
於
け
呂
と
同
様
忙
斗
採
揮
可
能
た
数
多
く
白
計
資
の
中
か
ら
の
成
る
一
定
白
計

選
の
法
捜
」
(
F
F
O
凶

O
H
2
5
0『

p
g
z
E
旬

B
E
s
s
-
E
f
H
M
M
m問
。
国
民
向
}
語
包

EEC4mmmyp同
値
目
。
一
官
冒
)
陀
存
す
る
。
と
こ
ろ
で
静
事

的
理
論
の
場
合
、

計
護
を
取
拾
す
る
某
準
は
極
め
一
て
明
瞭
で
あ
っ
た
。

生
産
高
D
債
値
と
投
下
の
債
値
と
の
差
と
し
て

O

「
剰
徐
」

(
E
4
E
)
の
大
小
を
以
て
直
ち
に
此
の
取
拾
白
基
準
と
考
へ
る
と
と
が
出
来
た
。
然
し
今
の
揚
合
問
題
は
複
雑
で
あ
る
。

企
業
者
は

車
F

の
「
剰
徐
」
に
直
面

T
る
の
で
は
た
い
。
彼
自
前
に
置
か
れ
る
白
は
各
週
K
於
て
夫
々
臭
る
と
己
ろ
の
剃
徐
白
複
合
剛
胆
で
あ
る
。

印
ち
剥
徐
の
流
れ
(
民

E
自
主

Etsmm)
で
あ
る
。
従
っ
て
此
白
複
合
的
た
数
量
は
何
ら
か
の
仕
方
で
車
で
化
さ
れ
、
車
一
た
る
教

他
的
表
現
主
持
つ

ι到
ら
お
ば
、
取
拾
の
蒸
準
と
し
て
は
役
立
ち
得
た
い
。
ヒ
ツ
タ
ス
は
、
「
今
寺
々
が
、
企
業
者
は
所
典
也
市
揚
利

子
者
合
に
従
っ
て
自
由

ι貸
借
し
得
(
資
本
市
場
の
完
全
性
て
更
に
彼
の
偉
業
は
専
ら
剃
徐
白
流
れ
よ
り
所
得
を
得
る
こ
と
に
存
す
る

(
詐
慣
の
調
は
ぽ
純
枠
組
抑
性
)
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
選
揮
さ
れ
る
生
産
計
護
官
官
官
止
雪
旦
官
。
舎
Z
E
E
-
B
)
と
は
そ
の
現
在
の
資
本

慣
位
(
師
ち
剥
儲
回
一
捕
れ
の
議
本
償
値
)
が
最
大
と
た
る
如
き
も
の
で
た
け
れ
ば
た
ら
ね
」
と
考
へ
、
此
の
意
味
陀
於
て
剰
餓
D
流
れ
の

資
本
償
他

(
F
O
E
-
P
H

官。
E
B
O
B
-
mロ
)
を
以
て
生
産
計
書
取
挽
D
基
準
と
す
る
白
で
あ
る
。
従
っ
て
今

s

r

句

二
)
q
M
M
M
出

h
w
h
叫
言
明
言

H

肘
」
雲
仙

ヒ
ヴ
ク
ス
の
生
産
理
論

第
四
競

b 

第
五
寸
六
巻
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ヒ
ツ
タ
ス
白
生
産
理
論

と
置
け
ぽ
、
か
〈
の
如
昔

C
E
そ
、
計
量
宵
白
資
本
債
値
と
し
て
、
。
生
産
計
聾
の
取
捨
白
基
準
と
在
る
べ
き
も
り
注
目
で
あ
る
。

傍
五
十
六
巻

P且

静
岡
崎
師

七

、¥

i 

此
の
揚
合
ヒ
ツ
タ
ス
は
計
聾
の
費
本
倒
植
を
直
ち
に
選
揖
の
某
撃
と
し
て
取
る
の
で
は
な
い
。
可
曲
な
某
準
と
し
て
、
彼
は
何
斗
純
軟
入
の
費
本
伺

慨
」
(
宮
古

E
J払
5
0
A
P
E
足
。
合
唱
Z
)
及
刊
日
企
業
の
「
利
潤
L

(
町
自
由
【
)
乃
至
所
持

(
Z
o
o
-
4
を
考
へ
る
。
然

L
此
等
の
某
準
は
何
れ
も
上
記
の
基
準

と
エ
タ
イ
ゲ
ア
レ
ン
ト
で
あ
り
、
輔
収
入
申
費
本
慣
値
白
極
大
を
求
品
る
と
と
も
、
利
潤
白
極
大
を
求
め
る
乙
主
も
、
計
警
の
費
本
慣
値
を
求
品
る
申

と
同
様
白
結
果
を
生
ず
る
。
然
も
解
析
的
に
時
計
量
白

4

資
本
慨
値
を
用
ひ
る
の
が
最
も
簡
単
で
あ
る
。
此
の
理
由
よ
り
し
て
被
は
計
壷
の
費
本
個
値
を

以
て
選
岨
時
四
基
準
ー
と
看
倣
す
。

純
牧
入
の
費
本
慣
栴
白
極
大
を
求
め
る
こ
と
が
計
曹
の
費
本
債
植
(
剰
俸
の
油
田
れ
の
費
本
債
値
)
の
腫
大
を
求
め
る
と
と
み
」
同
巴
結
果
を
生
む
と
と
は

見
易
い
。
ヒ
ツ
ク
ス
申
定
義
に
よ
れ
ば
、
調
傍
(
生
産
高
の
慣
値
マ
イ
ナ
ス
投
下
の
憤
値
)
か

ι、
担
去
の
契
約
土
砂
生
巴
た
負
揖
を
差
引
い
た
も
の
が

所
謂
純
枚
入

(
z
a
m
E
2
1る
で
忌
る
σ
従
っ
て
剰
佳
と
純
牧
入
ー
と
は
曲
目
岡
史
的
な
る
純
費
に
於
て
異
な
る
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
毎
週
の
純
収
入

を
割
引
し
て
総
計
し
で
純
軟
入
白
資
本
煩
値
を
つ
く
れ
ば
、
そ
れ
と
剰
儲
白
琉
れ
の
費
本
慣
値
と
は
、
車
に
此
の
薗
品
同
定
せ
る
髄
費
の
養
本
慣
植
に

於
て
喰
蓮
品
。
み
で
あ
る
。
か
〈
。
知
〈
、
そ
の
聞
の
相
違
が
回
定
的
な
る
数
量
に
止
る
以
上
、
一
方
が
棋
大
と
な
れ
ば
常
掠
他
方
も
極
太
と
な
る
。

衣
に
計
査
の
資
本
欄
債
を
求
め
る
こ
み
」
部
、
利
潤
円
極
大
を
求
品
る
己
主
主
勅
周
同
一
で
あ
る
、
と
い
ふ
己
主
に
つ
い
て
は
、
若
干
立
入
っ
た
説
明

を
要
す
る
@
と
れ
は
「
利
潤
」
栂
念
に
つ
い
て
の
ヒ
ツ
ク
ス
特
有
の
定
義
の
結
果
で
あ
る
。
上
記
の
純
枚
入
は
週
に
よ
り
或
は
大
き
{
、
或
口
小
さ
い
。

謂
は
ば
凹
凸
が
あ
る
。
此
の
凹
凸
を
水
準
化
し
、
然
も
、
曲
目

ap白
骨
旦
鬼
門

E
周
囲
の
安
本
倒
値
を
も
と
の
純
牧
入
の
流
れ
白
費
本
慣
値
に
等
し
か
ら

し
め
る
と
き
、
曲
目
標
準
の
涜
れ
P
水
準
が
所
得
で
あ
り
、
企
業
白
所
得
と
し
て
の
利
潤
で
あ
る
e

か
〈
の
知
〈
利
潤
が
、
何
b
か
由
加
主
を
停
ふ
に

せ
よ
、
一
積
の
平
均
で
あ

5
以
上
、
総
和
と
し
て
の
純
収
入
。
費
本
倒
値
目
帯
大
に
枠
っ
て
刺
潤
が
帯
六
す
る
と
主
は
常
酷
で
あ
る
。
従
っ
て
純
軟
入

の
資
本
債
慌
が
極
大
ー
と
な
れ
ば
、
白
か
ら
利
潤
も
偉
大
と
な
る
。
従
つ

τ言
た
計
費
の
費
本
債
値
が
極
大
会
」
な
れ
ば
、
白
か
ら
利
潤
白
極
大
が
得
b
れ

る

。

¥

利
潤
由
碁
準
も
計
指
の
費
本
倒
値
目
基
準
も
エ
ク
イ
ゲ
ア
レ
シ
ト
で
あ
る
と
ヒ
ツ
ク
ス
が
考
へ
る
理
由
は
か
〈
の
如
f
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
現
貨

に
、
利
潤
の
極
大
が
企
業
活
動
の
目
標
で
あ
る
と
云
は
れ
る
場
合
の
利
潤
は
、
ヒ
ツ
タ
ス
が
と
こ
で
考
へ
た
如
き
刺
潤
で
あ
ち
ら
か
@
寧

L
ろ
企
業
は
、

或
る
賓
ら
れ
た
柏
に
つ
い
て
そ
れ
が
販
官
劃
さ
れ
る
ま
で
に
企
業
に
負
指
せ
し
拍
た
牌
費
を
(
何

ιか
の
仕
方
で
)
算
出
し
、
此
四
日
開
曲
置
を
そ
の
物
の
買
上

商
品

b
差
引
い
て
、
と
れ
を
そ
の
物
に
つ
い
て
の
利
潤
と
考
へ
る
み
」
見
る
の
が
賀
相
に
証
い
で
あ
ら
う
@
k
ツ
タ
ス
は
現
貨
の
か
ろ
い
ふ
事
情
を
完
全
/

に
度
外
観
す
る
が
、
と
と
で
吾
々
は
、
此
等
の
勤
に
つ
い
て
、
ヒ
汐
タ
ス
町
立
場
を
そ
の
ま
ま
認
品
乍

ι、
鉄
越
を
話
め
る
と
と
ど
す
る
。



以
上
に
上
っ
て
企
業
者
。
生
産
計
護
法
揮
D
基
準
は
輿
へ
ら
れ
た
。
然
ら
ば
、
此
の
基
準
に
泊
す
る
生
産
計
章
、
卸
ち
、
上
記
の

印
で
定
義
さ
れ
た
「
計
書
の
資
本
債
値
」
を
極
大
た
ら
し
め
る
如
き
生
産
計
撃
は
如
何
在
る
僚
件
を
満
足
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
か
、
此
白

保
件
h
k

求
め
る
と
と
が
次
の
問
題
で
お
る
。
邸
ち
、
企
業
の
均
衡
白
僚
件
を
求
め
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。

さ
て
、
純
粋
経
約
早
的
忙
云
ム
限
り
、
計
聾
可

F
E
E問
)
と
は
、
一
般
に
行
動
の
バ
ラ
メ

l
hタ
1
(官

E
E
Z宅
E
E
F
E
E
Z
E唖ー

℃

B
E
E
-の
大
苫
を
或
る
一
定
白
時
間
的
聯
閲
忙
於
て
決
定
す
る
と
と
、
帥
ち
行
動
白
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
一
定
の
数
値
を
賦
興
す
る

と
と
に
他
た
ら
む
で
あ
ら
号
。
と
こ
で
此
D
行
動
の

E

で
フ
メ
ー
タ
ー
と
者
倣
さ
れ
る
も
の
は
、

t
記
白
問
題
構
成
に
肱
巳
少
て
、
明
か

せ
ば

に
企
業
が
市
場
で
需
給
す
る
生
産
袋
素
及
び
生
産
物
D
数
量
に
他
た
ら
な
い
。
即
ち
、
週
の
匝
別
を
入
れ
た
記
競
白
。
シ
ス
テ
ム
で
表

~r。、嗣袖
0

・

命同

信
e 

(

日

)

制
凶

M
-
-
F
H
-

M ， 
h 

明
同
て

-
F
U
U

J
l
Mま
d
k

で
あ
り
、
週
の
匝
別
を
入
れ
ぬ
記
就
白
シ
ス
テ
ム
で
表
せ
ば
、

( 

'" 、

れ付ピ

hw何
回

民
主著

で
あ
る
。
か
〈
の
如
き
行
動
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
謝
し
て
、
山
間
で
定
義
さ
れ
た
計
聾
の
資
本
債
値
C
を
極
大
左
ら
し
め
る
如
〈
、
数

値
を
決
定
す
る
己
と
が
問
闘
で
あ
る
。

ヒ
フ
ク
ス
白
生
産
理
論

第
五
十
六
巻

い
ふ
ま
で
も
左
〈
、
此
の
行
動
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
数
値
決
定
は
無
保
件
に
行
は
れ
る
恥
け
で
は
た
い
。
ヒ
ツ
ク
ス
が
此
白
、
不
1

四

第
凶
銃

七



ヒ
ツ
ク
ス
の
生
産
時
前

部
広
十
六
巻

品
時
間
続

ぺ三
111] 

pq 

I!.L] 

ベ
y
コ
ア
ィ
シ
グ

V

ク
と
し
て
取
上
げ
る
も
の
は
、
既
遁
(
拙
稿
「
生
産
相
諭
に
於
け
る
商
品
群
白
鶴
枯
し
事
服
)
の
静
事
的
現
論
に
於
け
る

と
同
級
に
、
生
産
函
教
を
陰
伏
的
に
定
義
す
る
方
程
式

(

叫

)

」
『
(
同
署

可
制
一
同
三
日
。

M
-
r
e
o

附
同

制

詞

ー、

~ 

d 

C 
t') 
1) 

然
も
そ
れ
7ご
り
-c 
あ

そ均三
11 
Q 

山
地
は
(
臼
、
)

可

(~fhf

以
E
の
叙
述
を
誼
ピ
て
ヒ
ツ
ク
ス
の
ι
比
一
時
間
論
が
如
何
な
る
前
提
に
立
脚
す
る
か
を
明
暗
に
看
脱
さ
れ
度
い
e

企
業
m
u
r
n
動
的
ハ
ラ
メ
ー
タ
を
附

乃
主
制
に
限
定
す
る
己
と
も
、
議
論
の
向
後
貼
ー
と
し
て
は
許
さ
れ
得
ょ
う
が
、
四
論
を
↑
同
現
質
化
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
若
子
山
修
一
止
が
必
媒
巴

子
b

ろ
。
次
に
、
生
庫
両
肢
を
例
u
ん
は
剛
山
で
定
義
し
、
然
も
そ
れ
だ
け
に
限
ワ
た
と
と
に
つ
い
と
は
問
題
は
一
階
大
き
い
む
と
の
こ
主
は
、
こ
れ
と
交

替
的
な
る
ネ
1
ベ
ン
ベ
ヂ
イ
シ
グ
ン
ク
を
考
べ
る
主
き
、
明
附
で
あ
る
。
今
企
業
者
が
、
生
産
函
数
の
悲
礎
と
な
る
と
こ
ろ
の
技
術
的
知
識
の
水
準
は

今
後

ν
週
間
に
五
ワ
て
漣
化
な

L
と
擁
想
す
る
ξ

考
へ
ょ
う
。
然
ら
ば
、
生
産
由
教
は

ν
個
の
方
担
式
¥
(
官
官
w
百
ご

w
T乙
H
3
守

H
3
r

M

て
)
で
定
義
さ
れ
る
芭
あ
ら
う
。
勿
論
ζ

れ
は
、
瞬
間
生
虚
を
前
提
ず
る
。
畳
産
期
間
(
或
は
耐
久
期
間
)
を
胤
入
れ
て
考
、
れ
ば
、
事
態
は
一
時

植
雑
と
な
る
が
、
品
加
し
ネ
1
4
ン
4
7

イ
ン
グ
ン
夕
刊
酢
上
記
の
如
〈
国
平
一
k
な
る
と
は
陣

L
な
い
と
と
は
己
れ
だ
け
で
既
に
明
か
で
あ
ら
う
。
ヒ
ツ
タ
ス

の
生
産
盟
論
は
、
そ
白
基
本
的
前
提
に
於
い
て
、
か
〈
の
如
き
問
題
を
合
む
で
ゐ
る
が
、
こ
こ
包
は
再
々
は
、
一
臆
比
等
の
鮎
に
つ
い
て
主
ツ
ク
λ

の

u
L

旧
帽
を
認
め
な
が
ら
、
議
論
を
蓮
ゆ
る
と
L
ζ
ξ

す
る
。

以
上
で
企
業
の
均
衡
の
動
準
的
問
題
の
柿
成
が
明
か
に
さ
れ
た
が
、
か
〈
の
如
く
問
題
が
構
成
さ
れ
る
限
り
、
問
題
は
持
率
的
問

題
と
形
式
的

ιは
同
一
(
言

E
与

己

gpnH)
で
あ
る
。
開
閉
聞
は
上
記
の
間
在
る
保
件
の
下
忙
、
向
で
定
義
さ
れ
た
計
査
の
資
本
慣
伯

C
の
向
大
を
求
め
る
こ
と
に
蹄
着
す
る
が
、
己
れ
は
五
円
々
が
既
に
(
前
掲
拙
喧
生
産
開
請
に
於
け
る
瑚
品
群
の
翻
貼
L

一
六
阿
頁
以
下
)
詳
論

し
た
と
こ
ろ
の
、
企
業
白
均
衡
の
一
静
問
中
的
問
題
と
金
く
同
様
白
様
遺
骨
有
す
る
。
た
だ
「
託
々
の
静
撃
的
分
析
を
ア
グ
プ

l
せ
し
む

る
場
合
、
動
態
的
分
析
に
温
品
目
せ
し
め
る
た
め
に
は
、
五
日
々
は
常
に
静
勝
一
・
的
埋
論
に
於
け
る
イ
ロ

na--を
丘
同
月
。

E
Z晶
司

2
の
岳
、
で

TIicks; iNd. p. 326 3) 



世
き
か
へ
ね
ば
た
ち
由
。
此
の
修
正
さ
へ
行
へ
ば
、
企
業
の
静
早
的
理
請
は
凡
て
そ
の
ま
ま
動
車
的
問
題
忙
泊
用
さ
れ
得
る
。
百
々

が
左
す
べ
き
仕
事
は
、
ト
ラ
Y

ス
レ

1
シ
ヨ
ン
白
一
事
に
止
ま
弘
o

」
五
日
々
は
か
〈
の
如
き
ト
ラ
ン
ス
レ

1
む
ヨ
ン
を
一
清
見
易
か
ら

し
め
ん
が
た
め
に
、
飯
め
週
の
匝
別
を
入
れ
ぬ
記
掛
川
の
シ
ス
テ
ム
を
設
一
け
、
そ
れ
に
於
て
は
債
格
と
し
て
割
引
さ
れ
た
債
格
を
取
っ

て
置
い
た
。
従
っ
て
、
静
準
的
理
論
か
ら
の
直
接
白
類
推
に
占
っ
て
、
此
の
揚
合
均
衡
僚
件
が
、

μ
を
ラ
グ
一
フ

y
g
ュ
の
未
定
係
教

と
し
て
、

と

た
る
E 

と

下、〉主、
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(
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p
u
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(
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丙
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伸
需
r
，
F
回
す
h
V

認

可

巾

E
呂
田
三
E
ロ
附
均
ト
円
印
時
一
間
串
J

『
己
、

ヒ
ツ
ク
ス
申
生
産
開
論

(
5
F八
戸

第
五
十
六
巻

間

三玉

策
四
腕
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ヒ
ツ
タ
ス
由
生
産
理
論

也

炉

〉

~

、

(
品
凶
凶

MM副主
Mgvv
。
宮
八
同
)

瞬
批
戸
、
"
さ
+
凶

で
あ
る
以
上
、
か
白
商
品
群
の
概
勲
、
邸
ち
、
「
商
品
群
内
部
で
相
割
償
格
が
不
務
在
ち
ば
、
該
商
品
群
を
車
一
商
品
で
あ
る
か
の
如

俸
五
十
六
巷

聞

大

億
四
続

七
』
ハ

な
る
六
倒
。
法
則
が
成
北
す
る
と
と
も
、
今
や
明
か
で
あ
ら
う
o

更
に
此
等
の
一

E
と
が
明
か

〈
宥
倣
し
て
ス
ル
ウ
ツ
キ
イ
方
程
式
を
構
成
す
る
と
と
が
出
来
、
此
の
意
味
に
於
て
か
〈
の
如
昔
商
品
群
は

E
れ
を
阜
一
商
品
と
同

様

ι宥
倣

L
得
る
、
」
と
い
ふ
観
騎
が
、
そ
の
ま
ま
‘
此
の
動
車
十
的
別
論
に
迦
用
さ
れ
得
る
と
と
も
明
瞭
で
あ
る
。
突
に
正
日
々
は
、
此
白

商
品
群
の
翻
貼
の
誼
用
に
於
て
、
債
格
経
動
及
び
利
子
歩
合
の
続
動
が
生
産
討
議
に
及
ぼ
す
影
響
を
見
た
け
れ
ば
た
ら
ね
。
先
づ
、

俄
格
帥
世
動
心
影
響
忙
関
し
て
考
察
し
よ
う
。

消
費
計
叢
に
於
け
る
償
格
慶
動
の
影
響
の
問
題
は
、
か
の
種
類
K
従
つ
で
類
別
さ
れ
た
商
品
群
白
慨
念
、
卸
ち

( 

・3

h
E
H
h
N
E
+』

Q
S
+

民
主
h
+

+
匂
さ

-l?hP1aN

を
中
心
に
、
既
に
(
前
掲
拙
稿
「
商
品
群
に
測
す
る
滞
要
』
論
・
ず
る
止
と
ろ
が
あ
っ
た
。
生
産
計
警
に
於
て
も
事
態
は
同
様
で
あ
る
ロ
ヒ
ツ
ク

ス
が

R
Z】

O
市

F
E
O
L
E
f
Z
1
H
E
r
oロ
器
戸
王
立
σ，
e

A
」
呼
ぶ
も
の
は
、
か
く
の
如
き
加
重
さ
れ
た
綿
和
と
し
て
の
種
類
別
商

/
 

日
間
群
に
他
註
ら
在
い
。
然
も
此
の
揚
合
は
、
所
得
数
岡
市
乃
五
読
本
殻
阿
世
が
存
し
託
い
だ
け
事
態
は
簡
単
で
あ
る
。
践
に
消
費
計
警
に

関
し
て
問
題
を
詳
論
し
た
以
上
、
改
め
て
生
産
計
讃

κつ
い
て
論
や
ベ
き
己
と
は
乏
し
い
。
従
っ
て
己

E
で
は
、
時
間
的
代
用
闘
係

E
E
E
Z
E与

2
2
2
5
0
)
時
附
的
楠
完
関
係
官
E
Z
E
2
2
4
2
2
E
H
O
)
の
一
概
念
に
関
聯
し
て
、
か
む
「
T

ア、
v
ヤ
ル
白
短
期

及
び
長
期
の
理
論
L
(
冨

B
E
F
r
o
E
E。
。
士
宮
長
。
ュ
自
色
ゲ
高
官
吋

EU)の
ヒ
ツ
ク
ス
的
再
構
成
に
つ
い
て
略
越
す
る
忙
止
め
る
。

問
題
白
根
本
は
財
J
の
今
週
の
憤
絡
同
が
騰
貴
し
た
場
合
、
然
も
此
む
種
類
の
財

ι闘
し
て
企
業
者
の
債
格
設
想
の
明
性
が
一
に

等
し
い
揚
合
に
闘
す
る
。
此
の
揚
合
財
J

の
偵
絡
は
、
凡
で
の
迦
に
立
っ
て
一
様
に
同
じ
比
率
を
以
て
騰
貴
す
る
か
ら
、
財
J
ι

っ

此の場合TbP'II+:J. .. ..•. t¥l+吋は凡てり孟イドEある。前掲拙稿「商品群に
劃する需要Jp・539参照。
IIicks; il泊d，p. 206 
ととで問題とする白は Hid凶 ibid.pp. .206-212ーでるる。

6) 

7) 
8) 



い
て
、
種
類
別
O
商
品
群
を
構
成
し
得
る
。
今
此
の
請
は
ば
金
憾
と
し
て
白
財
J
を
簡
車
に
財
仰
と
呼
び
、
そ
の
数
量
を
mw
で
定
義

さ
れ
た
卯
で
測
れ
夕
、
そ
の
償
格
を

T
L」
ず
る
。
然
る
と
き
既
漣
翁
稿
「
生
産
理
論
に
於
け
る
向
品
群
四
棚
念
」
一
七
五
頁
以
下
)
心
記
読
を
用

ひ
て
、

r
E
H
U山
守
Z
F
i
z
z

皿、-
1凶
宮
古

mFE1M叩
制
下
手
、

E
E
M
a土

st

と
す
れ
ば
、
既
遁
の
商
品
群
の
湖
一
論
の
湖
用
に
よ
っ
で
直
ち
に

司
令
、

h
d
B
F
:

(
H
s
i
-
-
-
H
M

げ

l

l田

由

『

社

。

也

『

(
H
H
)
J
Y
H
l凶

:
t
(
7
2
p
uと

な
る
結
果
を
得
る
。

、

，

，

、

1

2

J

先
づ
閣
に
つ
い
て
銭
べ
よ
う
。
仰
の
最
右
哨
曜
の
ぬ
は
、
既
に
幾
度
と
危
〈
描
聞
返
し
て
銭
ペ
た
や
う
に
、
代
用
D
項
白
性
質
同
に
よ

り
、
負
で
世
田
る
。
従
っ
て

、凶u

の

{2】昆§同8)

叫
1
V
。

己
れ
は
明
か
に
、
「
議
想
の
持
性
が
一
の
揚
合
、

X
D
目
前
の
慣
格
の
騰
貴
は
必
や
や
全
世
と
し
て
の

X
D
m庄
一
同
士
宮

(

団

)

(

唱

)

を
得
る
。

1
5ロ
E
O己
主
仲
C
『

H
E
r
n国
富

山

1
5
5
を
増
加
せ
ん
し
め
る
」
と
い
ふ
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
(
生
産
要
素
に
ワ
い
て
一
再
へ
ば
、
「
特
定
の
要

素
イ
の
国
絡
が
騰
貴
L
、
更
に
そ
れ
が
今
後
も
比
の
一
層
高
い
水
準
に
止
り
続
け
る
と
諌
想
さ
れ
る
な
ら
ば
、
該
要
素
h
会
惜
と
し
て
の
計
議
投
下
(
吾
。

E
z
-
-
Eロ
E

E宮
内
乱

F
a
P
R。
円
)
は
必
ず
や
減
少
す
る
。
」

ζ
ξ

在
意
味
す
る
。
以
下
簡
曹
の
た
め
財
/
を
生
産
物
と
肴
惜
し
て
詑
明
を
活
め
る

が
、
生
産
要
素
に
ワ
い
て
は
、
己
れ
に
臆
巴
て
適
宜
類
推
さ
れ
た
い
。
)

ヒ
ツ
タ
ス
自
生
産
圏
論

第
五
十
六
巻

七
七

第
四
競

四

七

/ 

Hick~; ibid. p_ 206， 2Il.ここで Hicksは生産物を X 'l'，表L，生産要素を
イで表してゐる。苦々は+それを一般的にノ乃里山己表はしてゐるわけで
ある。

一 一 一一一一一一一

9) 



ヒ
ツ
ク
λ

町
生
産
理
論

第
五
十
六
巻

匹1

F、

第
四
腕

七
J¥. 

然
し
上
記
の
山
町
、
印
ぢ
、
会
憾
と
し
て
白
生
産
高
は
、
定
義
式
mw
が
示
す
如
き
加
重
さ
れ
た
る
線
利
で
あ
る
ロ
そ
れ
が
加
重
さ
れ

た
る
総
和
で
あ
る
以
上
、
個
々
。
項
は
、
全
憾
と
闘
聯
在
〈
、
創
ち
、
杢
憾
の
動
昔
と
は
反
劉
の
方
向
に
動
雪
得
る
。
即
ち
、
「
X
の

計
費
生
産
高
が
会
憾
と
し
て
増
加
す
る
と
し
て
も
、
此
の
生
産
高
増
加
が
凡
て
の
期
間
D
上
に
均
等
に

(20巳司

2
0
;口
百
E
骨
)
分

布
さ
れ
か
ば
た
ら
ね
恥
政
は
勿
論
た
い
o
」
白
で
あ
る
。
解
析
的
に
云
へ
ば
、
問

ι於
一
工
左
叫
曜
の
む
は
負
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
構
成

す
る
個
々
の
"
“
お
足
立
は
正
で
お
り
得
る
し
、
ま
た
そ
れ
ら
白
聞
に
謂
は
は
凹
凸
が
あ
り
得
る
わ
け
で
あ
る
。
同
様
に
亦
問
。
左
遜

)

、

支

v

p

a

z

で
あ
る
高
時
忙
、
式
仰
が
示

f
通
り
剖
引
の
構
成
要
素
た
る
〕
「
は
多
く
白
に
つ
い
て
正
で
あ
ら
う
が
、
そ
白

E
の
も

の
の
間
に
も
凹
凸
が
あ
り
、
更
に
亦
そ
の
中
に
は
負
の
も
の
も
存
在
し
符
る

b
吋
で
あ
る
。
か
の
「
マ
ア
シ
ヤ
ル
の
短
期
長
期
の
迎

論
」
が
論
ぜ
ら
れ
る
の
は
此
白
闘
聯

ι於
て
で
あ
る
。

此
白
問
題
を
論
十
呂
、
た
め
に
ヒ
ツ
ク
ス
は
財
J

の
第
M
週
の
抽
出
想
債
格

M
(従
っ
て
苦
手
、
)
が
孤
立
的
に
騰
貴
す
る
揚
合
、
卸

ち
財
J
の
そ
の
他
の
遡
の
償
格
を
含
め
て
凡
て
そ
の
他
の
憤
曲
怖
が
不
謎
に
し
て
、
憤
格
川
し
だ
け
が
騰
貸
す
る
揚
合
を
と
っ
て
考
へ

凶
ず

る
c

此
の
倒
格
騰
況
が
第
t
週
の
財
J

D
生
宮
町
高
主
民
主
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
北
本
方
程
式
仰
に
よ
り

P
 

司

b

で
あ
る
o
帥
ち
、
第
M
遡
の
財
J

の
生
産
高
は
そ
白
債
格
際
貿
に
誘
は
れ
て
増
大
す
る
。
然
し
、
問
の
共
他
の
諸
項
に
つ
い
て
は
、
出H

 

そ
の

E
負
に
つ
い
て
珠
め
何
ご
と
も
云
ふ
と
と
は
出
来
危
い
。
そ
れ
は
ぽ
の
己
と
も
あ
れ
ば
、
負
。
と
と
も
あ
る
で
あ
ら
う
が
、
五
日
)。

(
H
臼
)

凶阿刷、
1d、-定+、

(
同
日
号
、

H
u
p

、
旬
、
)

に
依
存
す
る
。
直
ち
に
明
瞭
で
あ
り
、

E
つ
亦
代
用
D
項
の
性
質
的
か
ら
も
知
ら
れ
る
や
う
に
、

(
同
串
)

MChs+

、-h
E
よ王ハ。

々
は
、
こ
れ
ま
で
の
代
用
開
係
補
完
閥
係
の
定
義
に
照
路
せ
し
め
て
、
♂

1
h
ミ
古
が
距
在
る
と
き
、

J
己
王
宮
内
月
号
一
5
0
2ご
回
自
任
、



が
存
す
る
と
い
ひ
、
そ
れ
が
負
た
る
と
吉
、

J
O
B
-
o
E
O
E
E
q

。g
c
E
0
3
が
有
す
る
と
い
ふ
己
と
と
す
る
ロ

と
こ
ろ
で
、
上
記
の
問
が
示
す
止
と
ろ
に
よ
れ
ば
、
問
で
興
へ
ら
れ
る
部
八
月
的
殻
巣
(
吉
岡
E
o
F
E
)
の
加
重
さ
れ
た
納
和
が

ヒ
ツ
ク
ス
の
マ
ア
シ
ヤ
ル
理
論
の
再
構
成
は
、
か
〈
て
、
土
記
の
時
間
的
代
用
閥
係
、
時
間
的
柿
完
閥
係

年一良よ
T
N
H

な
の
で
あ
る
。

を
生
産
の
技
術
的
保
何
と
の
関
聯
よ
り
明
か

K
L
、
更
に
乙
れ
を
手
懸
り
と
し
て
、
系
列

(
同
臼
)

畑出:、一

Lbmp到
着

+
b
mふ
ぎ

+la

の
緋
匙
を

J
従
っ
て
ま
た

d
a羽
田

宮

白

m

b

p

h

b

f

Q

3

1ー

I
l
l
i
-
-
-

ー

ー

ー

也
吋
ョ
岱
『
、
白
「

u

ョ
由
吋

の
叫
刑
法
を
分
析
し
、
更
に
進
ん
で
「
マ
ア
シ
ヤ
ル
白
短
期
一
長
期
の
型
州
L

の
劃
象
を
系
列
酬
と
者
倣
し
て
と
れ
を
吟
味
す
る
と
止
に
-
あ

唱
降
、

E
十
~

っ
た
と
云
へ
ょ
う
。

阻

最
後
に
利
子
歩
合
の
一
務
動
が
生
時
計
叢
に
及
す
影
響
を
考
へ
お
ば
た
ら
れ
目
。
利
子
悲
合

ω時
出
動
が
消
費
計
謹
に
及
す
影
響
に
つ
い

て
は
、
既
に
(
刑
描
「
向
品
鮮
に
劃
す
る
需
要
』
に
於
て
己
れ
を
取
扱
っ
た
。
生
時
討
議
へ
の
影
響
の
問
題
は
、

一
方
に
於
て
は
、
所
得

放
浪
乃
至
啓
一
本
数
川
就
が
現
は
れ
血
だ
貯
、
消
費
計
議
へ
の
一
影
響
の
問
題
よ
り
簡
単
で
あ
る
が
、
他
方
に
於
て
、
問
題
の
僻
統
に
も
と

づ
い
て
、
資
本
理
論
的
考
慮
が
必
要
た
だ
け
複
雑
と
た
る
。
更
に
、

E

E
で
は
、
消
費
計
費
へ
の
影
響
の
分
析
に
於
て
詳
論
し
た
か

っ
た
と
己
ろ
の
、
利
子
歩
合
費
動
が
流
れ
の
時
間
的
構
浩
に
輿
へ
る
傾
斜
的
殻
果
の
問
題
を
些
か
立
入
っ
て
論
じ
た
い
と
思
ム
ロ
以

下
此
等
の
問
題
を
、
既
漣
の
通
h
p
、
謂
は
ば
濁
自
の
観
黙
か
ら
論
じ
友
が
ら
、
ヒ
ツ
タ
ス
白
割
論
を
吟
味
し
て
行
く
乙
と
と
す
る
。

利
子
歩
合
愛
動
の
放
果
を
論
歩
る
に
営
つ
て
は
、
今
週
四
憤
悔
及
び
そ
の
後
の
設
想
領
特
は
凡
て
所
興
と
宥
倣
さ
れ
る
。
記
税
的

ヒ
ヅ
ク
ス
の
忠
産
開
諭

P斗

ブιi

-t; 
ブ正

第
百
十
六
巻

第
剛
腕

で庇扱はれた問題である。明これはI-licks;Vall1e and CapitaI， ch. xvii 
I-licks; ibict. pp. 192-193， 213 et seq 12) 



ヒ
ツ
ク
ス
回
生
産
理
論

第
五
十
六
巻

四

O 

策
四
挽

ハ、
O 

に
云
へ
ば
、
上
記
の
記
就
表
に
於
け
る

p
の
系
列
は
凡
て
問
題
白
興
件
を
形
成
す
る
。
と
E
る
で
今
、
或
る
任
意
の
週
(
第
t
週
)
を

と
っ
て

h
a士
匂
記
上
古
川

れ
を
約
す
る
と
、

5
・
E

』

U
Q
士
吉
た
る
連
比
を
考
へ
る
と
、
そ
の
各
項
は
凡
て
共
通
す
る
因
数
山
仰
を
含
む
で
居
り
、
己

-
Z
た
る
建
比
と
友
る
。

E
D
E
と
は
利
子
歩
合
及
び
割
引
卒
が
鍵
動
す
る
揚
合
、
「
債
格

王事
想
iJ号
所
奥
ず

あ
る
限
り

期
間
主
同
じ
う
す
る
生

高
及
び
生
産
要
素
の
割
ヨ|
さ

.tL 
1<己
債
格

(
時
同
区
品
目
。
。
ロ
巳
且
官

唱。

E
i
E
B
E
a
f
ε
は
同
じ
割
合
で
援
動
ず
る
L

己
と
を
一
手
。
終
っ
て
、
商
品
群
翻
鮪
の
遡
用
に
よ
り
、
「
利
子
歩
合
の

鑓
動
の
杢
分
祈
を
通
じ
て
、
週
を
同
じ
う
す
る
生
産
物
及
び
生
産
要
素
は
て
み
れ
が
如
何
た
る
週
K
関
す
る
か
に
拘
は
ら
や
，
、
己
れ

を
一
纏
め
に
し
て
差
支
へ
た
い
、
」
即
ち
、
軍
一
商
品
と
同
様
に
取
扱
ひ
得
る
。
か
く
て
今
、
利
子
歩
合
及
び
制
引
率
の
鑓
動
に
も
拘

は
ち
歩
、
そ
由
連
比
が
r
小
蛸
現
在
る
理
想
債
格
を
ウ
ェ
イ
ト
冒
と
し
て
用
ひ
て
、

〈

]
{
4
v

S
H
g制
定
十
ぢ
悶
M
M

樗
+
・
白
-
:
・
+
r
L
a

と
置
く
た
ら
ば
可
既
謹
白
商
品
群
の
理
論
に
よ
っ
て
、
単
一
商
品
と
し
て
の

J
。
E
O自
宅
一
5
2
S
Z
S
E
E
P
E
E
宮
Eョ
白
数
量

が
此
の
山
町
に
よ
っ
て
測
ら
れ
る
己
と
と
た
る
。
更
に
舌
々
は
使
宜
上
、
此
の
「
週

ι従
つ
だ
類
別
さ
れ
た
商
品
群
」
を
同
巳
〈
此

D
G

で
去
す
こ
抽
興
し
よ
う
。
と
と
ろ
で
此
の
段
、
明
か
に
、
宇
週
白
生
産
高
の
震
か
ら
投
下
の
債
値
を
差
引
い
た
も
の
に
等
し

〈
、
従
っ
て
此
白
意
味
に
於
て
第
t
湖
一
白
「
剰
徐
」
と
呼
ば
れ
得
る
。
か
く
て
、
「
吾
々
は
生
産
計
謹
白
問
題
を
簡
単
化
し
て
し
ま
っ

て
可
能
た
幾
っ
か
白
刺
除
白
流
れ
の
集
ま
り
の
中
か
ら
最
も
有
利
な
流
れ
を
潜
ぴ
出
す
問
題
(
同
百
官
。
寄
冒
豆
町

nzzロm
F
O
E
-皇

官。
h
E
Z
O
号
E
E
C
E
。
『
凶
器
。

Z
E言
。
寄
何
日
目
。
『

E
4
5
m
m
)
と
見
て
し
ま
ふ
己
と
が
出
来
る
。
利
子
歩
合
同
盟
動
の
妓
田
市
は
か
く
て

剰
除
の
聞
の
苫
し
く
り

(EVU言
己
E
巴
旦
吉
田
岡

24Fdnu)
に
存
す
る
左
看
倣
し
得
、
己
の
剰
徐
の
さ
し
く
り
を
以
て
、
そ
れ
よ
り
刺

飴
が
振
出
ず
る
基
底
た
る
と
己
ろ
の
、
生
産
高
及
び
投
下
の
聞
の
さ

L
〈
り
及
び
縫
形
の
省
略
的
支
現
と
し
て
使
用
し
得
る
」
と
云



Y
が

て
H
Y

L

a

 

ぃ
、
調
は
ば
生
ま
り
一
債
格
で
危
〈
、
「
割
引
さ
れ
た
債
格
」
で
あ
る
。
と
己
ら
で
、
商
品
群
の
理
論
に
於
て
商
品
群
の
債
格
と
は
、
商
吋
Y

M

y
v
v
J
 

品
群
形
成
に
必
要
注
ウ
ェ
イ
ト
を
以
て
そ
の
時
々
の
「
債
格
」
を
割
っ
た
商
に
他
友
ら
や
、
今
の
揚
合
、
此
白
ウ
ェ
イ

T
と

し

て

用

ひ

沌

が

訓

時
C

Z

ら
れ
る
も
白
が
抽
出
想
債
格
乃
至
た
ま
の
償
格
で
あ
り
、
「
債
格
」
に
相
営
す
る
も

D
が
骨
仲
ト
ル
わ
骨
恥
な
の
で
あ
る
か
ら
、
商
品
群
崎
町
一
む

の
債
格
と
し
て
の
此
の
商
は
割
引
卒
川
佐
他
な
ら
な
い
。
従
っ
て
商
品
群
と
そ
白
刺
品
闘
の
債
桁
は
割
引
率
一

wで
あ
る
。
邸
ち
、
「
素
し
ペ
判
明

割
引
卒
に
し
で
騰
貴
す
る
友
ら
ば
、
此
由
騰
貴
は
そ
の
制
A
U
卒
に
針
臨
ゆ
す
る
剥
飴
白
『
債
格
』
に
於
け
る
騰
貴
と
し
て
取
扱
は
る
べ
き
い
的
判

王
、

a

E

4

2

 

脅
か

4

倒
菩

L
庁

物
に
る
2

産
形
E
平

生
る

T
E

'
E制
J
山

口
h
各
社

y
ら
ず
月

俸
村
勝
止

湘
一
割
国

て

K

於
+
判
は

M
川
崎
〆
イ

酎
一
明
白
骨

的
払
ー
ら
に

国軍

A
K
上

静
子

h
以

へ
る
。
然
ら
ば
、
此
の
商
品
群
と
し
て
の
刺
徐
の
債
格
は
何
で
あ
る
か

υ
!
i』
吾
々
は
今
静
撃
的
理
論
か
ら
白
直
接
の
類
推
に
よ
っ

て
動
撃
的
理
論
を
樹
立
し
つ
つ
あ
る
が
、
此
白
動
接
的
迎
論

ι於
て
、
静
型
的
理
論
の
1
債
格
」
に
相
営
ず
る
も
白
は
、
割
引
さ
れ
な

で
あ
る

居
合際
川上
よ2 記

<D 
0- (1) 

ι は
首 位η
G:lを
+用

ひ
て

(
H恒
)

+
Eピ

ぜ

む

ぜ

ム
」
菩
改
め
る
が
、

E
1れ
は
静
皐
的
現
論
に
於
け
る
「
刺
飴
」
V
の
定
義
式
と
金
〈
同
様
の
締
法
を
有
つ
も
の
で
あ
れ
円
、
己
れ
に
よ
っ
て

吾
々
は
類
推
の
可
能
な
る
所
以
を
確
め
得
る
白
で
あ
る
。

か
〈
の
如
〈
、
商
品
群

ω
掘
貼
を
導
入
す
る
こ
と
に
土
っ
て
、
受
本
償
値
の
定
義
式
仰
は
若
る
し
く
簡
単
と
な
る
。
と
と
る
で
、
生
産
両
肢
を
定
義

す
る
方
程
式
向
、
ひ
い
て
は
か
由
民
島
E
E
骨

nzE自
民
向
官
、
同
様
に
向
品
群
翻
勘
を
導
入
す
る
乙
と
に
土
っ
て
、
簡
軍
化
L
待
自
で
あ
ら
う
か
。

例
へ
ば
、
生
産
函
設
を
¥
(
町
宮
町
包
町
守
二
ジ
)
H
O

と
い
ふ
如
〈
寄
告
、

ζ

れ
に
臆
巳
て

mEEHq
骨件。

E
S同
国
昨
日
酔
簡
単
化
さ
れ
る
な
b

ぽ
、
問
題
は
凡
て
著
る
し
〈
簡
車
と
な

b
う
e

さ
う
し
て
、
ヒ
ツ
タ
ス
は
か
〈
白
如
き
簡
単
化
四
可
能
性
を
認
曲
る
如

f
、
生
産
函
教
を
か
〈
白
畑
〈

簡
単
化
し
て
ゐ
る

0
2
z
a
M
M
M
N
3
然
し
、
か
〈
定
義
さ
れ
た
生
産
函
数
が
最
初
仰
で
興
へ
ら
れ
た
そ
れ
と
根
本
か
ら
異
る
ζ

と
を
留
意
せ
ね
ば
な

ら
出
。
仰
に
於
て
諸
々
申
商
品
歌
量
は
盤
教
と
し
て
、
調
は
ば
本
原
的
な
る
凋
立
麹
蚊
で
邑
る
。
こ
れ
に
謝
し
て
、
上
記
の
如
〈
商
品
群
槻
慰
白
趨
用

に
卦
て
筒
草
化
さ
れ
た
生
産
函
段
に
於
て
、
商
品
群
の
数
量
は
、
既
に
(
拙
稿
「
生
産
理
論
に
於
け
る
商
品
群
白
調
貼
」
一
七
三
頁
)
詳
論
し
た
誼

p
、
そ

れ
白
樺
倒
格
白
函
数
E
あ
仇
夕
、
謂
は
ほ
本
原
的
な
る
摘
立
麗
教
で
は
な
い
。
此
白
首
保
田
結
呆
と
し
て
「
安
定
行
列
式
」
も
簡
単
化
さ
れ
な
い
。
此
白
宮

ヒ
ツ
タ
ス
の
止
産
理
論

鐸
五
十
六
巻

第
四
競
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d 

四
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ヒ
ク
ク
ス
自
生
産
圏
論

第
五
十
六
巻

凹

第
四
蛾

八.

味
に
於
て
ヒ
ツ
ク
ス
「
傾
値

ι費
本
」
三
一
二
七
買
に
於
け
る
生
岸
函
数
回
表
不
は
、
誤
謬
で
あ
る
乏
い
L
P
が
一
再
ひ
過
ぎ
と
す
れ
ほ
、
ゆ
一
〈
と
も
不
用
意

、
之
一
五
は
ね
ば
な
ら
向
。

以
上
忙
於
て
商
品
群
と
し
て
の
刺
徐
D
概
念
が
明
か
に
さ
れ
た
。
利
子
歩
合
の
礎
動
が
生
産
計
聾
に
及
ず
影
響
白
分
析
忙
閲
し
て

も
、
そ
の
基
礎
を
た
す
も
の
は
、
か
の
基
本
方
程
式
で
あ
る
が
、
此
の
基
本
方
程
式
は
、
今
や
、
商
品
群
の
理
論
の
滴
用
に
よ
っ
て

直
ち
に
機
械
的
に
得
ら
れ
る
。
先
づ
・
旬
、
帥
ち
今
週
(
第
O

遡
)
貸
付
け
ら
れ
て
第
t
週
に
排
消
さ
れ
る
貸
借
に
附
せ
ら
れ
る
週
営
り

の
利
子
歩
合
が
、
孤
立
的
に
捕
監
動
ず
る
場
合
主
考
へ
る
。
今
銑
漣
(
捌
稿
「
生
産
哩
請
に
於
け
る
商
品
群
の
醜
動
』
の
記
琉
法
を
用
ひ
て
、

F
2
t
及
ぴ
回
、
明
刊
を
以
で
商
品
群
仏
と
財
J
の
第
T
週
mu
供
給
山
と
の
問
の
代
用
の
項
及
が
商
品
群
n
m
と
商
品
群
円
町
と
の
聞
の
代
用

の
項
を
夫
々
去
は
す
己
と
と
し
、
従
う
℃

(
同
盟

)

P
凶

1
z
h
u
M
F
t
F国
士
宮
+
』

『同

(日号)目、一

1
M
g士
S
E
H
羽
7
1
3
M
E
-
i

と
す
れ
ば
、
商
品
群
は
個
別
商
品
と
同
様
に
宥
倣
さ
れ
得
る
か
ら
、
直
ち
に
基
本
方
程
式
と
し
て

qa宮
北
町
約
百
主

D
D
h

(
出
回

)

J
吋
J
司
1
d叫
1
l
N
R
L
P
i

白

C
崎
町
む
凶
司

D
E

(Heil---li--hulNFTS 

muhF

白

FN
白

予

を
得
る
。
更
に
と

E
K
現
は
れ
る
諸
々
の
S

及
び
S
位
、
既
誠
一
(
拙
稿
「
生
産
理
論
に
於
け
る
商
品
群
の
親
貼
』
の
通
り
、
代
用
の
項
忙
闘

す
る
か
の
六
個
の
性
質
を
満
足
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
お
の
最
有
議
『
現
れ
た
自
に
つ
い
て
云
へ
ぽ
、

制

E
F
-
-
凶
E
~
国さ
H
O

(
回
一
回
)



た
る
関
係
が
成
立
す
る
。

+
引
に
利
子
歩
合
の
一
般
的
費
動
の
影
響
す
F
2
色
鉛
噌
E
E
ω
E
P
E
M
E
R
E
E
E
)
の
一
問
題
虻
進
ま
う
。
今
利
子
事
合
の
-
様
な

る
帥
世
動
率
を
O
と
す
る
。
印
ち

L
F
H
q
h凶
時
と
す
る
。
(
但
し
こ
れ
に
於
て
?
。
な
る
場
合
は
特
別
で
あ
る
e

此
の
場
合
は
長
。
目
。

E
あ
否
。
)
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此
の
利
了
歩
合
白
-
般
的
経
動
よ
旬
生
十
る
第
T
週
の
剰
A
聞
の
増
八
7
0
は
、
個
々
の
利
子
歩
合
の
費
動
が
此
の
剰
徐
仏
に
奥
ふ
る
殺

、。

岡
市
白
綿
和
に
等
し
い
。
従
っ
て

ぜ

り

ロ

ゼ

ピ

主、
H

Mー

-
J
F
H
M門
E
F
(
l
s
h
£
-
可
)
〕
日

I
E
M長
国
道

T
@
也

F

T

e

『一》

(
同
酔
)

で
あ
る
。

さ
て
、
か
〈
の
如
き
利
子
事
合
の
一
様
在
る
鐙
動
の
殻
果
に
閲
し
て
ヒ
ツ
ク
ス
が
特
に
問
題
止
す
る
の
は
、
各
週
の
-
利
干
歩
合
、

従
O
て
割
引
率
聞
に
高
低
た
ぐ
、
モ
白
高
さ
が
相
等
し
い
揚
合
、
従
ワ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
利
干
歩
合
設
ぴ
割
引
率
が
週
『
よ
る
相
違
た

〈

一
様
に
添
字
な
き
z

及
び
ορ
で
去
は
さ
れ
得
る
揚
合
で
あ
る
。
此
の
揚
合
に
於
て
は
、
利
子
歩
合
の
一
様
た
る
鑓
動
の
放
某
は

(
回
目
)
凡
諮
問

H
l
邑
凶
ミ
F-

ー

で
輿
へ
ら
れ
る
が
、
と
れ
を
手
懸
担
と
し
て
資
本
理
論
を
再
構
成
し
、
利
子
歩
合
の
礎
動
が
刺
徐
の
流
れ
に
奥
へ
る
傾
斜
殻
果
を
論

や
る
こ
と
が
、
生
産
計
書
に
闘
す
る
利
率
経
動
白
抜
田
市
町
問
題
の
一
中
心
で
あ
る
。
突
に
五
日
々
は
吾
々
濁
自
の
方
法
を
以
て
此
の
問
題

を
解
決
し
よ
号
。

、

附
記
、
ノ
干
イ
シ
ヲ
ン
に
ワ
い
て
若
干
の
不
手
際
を
生
亡
て
ゐ
る
が
、
誕
併
を
生
f
る
宇
う
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
敢
で
訂
E
を
加
へ
た
い

ζε
・と

す
る
。
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